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研究成果の概要（和文）：本研究は、明治大正期研究で一次資料として対象外であった「雑誌」が「研究」とし
ていかに可能かを、比較文学・比較芸術的観点から明らかにした。特に、1900～20年代に展開した「文学芸術総
合雑誌」を徹底分析することで、この時期の雑誌文化が、同時代の出版統制史と深く絡み合っていること、文学
芸術系の総合雑誌は同時代の思想系雑誌と深い連関にあること、明治大正期の雑誌はその同人たちや関連人物た
ちの思想的紐帯であり、雑誌を基盤に多くの活動が派生的に行われたことなど、新たな側面を拓く視点、方法論
を獲得することができた。本研究の成果は6本の学術論文等で公表され、すべての成果を含んだ刊行本を近く上
梓する予定である。

研究成果の概要（英文）：This research clarified the potential of "magazine research" using methods 
taken from the field of comparative literature and arts. Thorough analysis of “general-interest 
literary and art magazines," a genre that flourished in the twentieth century, produced a 
perspective and methodology that has opened up new directions in research on Meiji-Taisho culture. 
Results include demonstrating concretely (1) the deep involvement of magazines in the history of 
publishing during this period; (2) close and unexpected links between general-interest literary and 
art magazines and ideological magazines published during the same period; and (3) how these 
magazines provided important intellectual and ideological connections between their contributors and
 other related persons. 
The output of this research includes the publication of six essays and other scholarly activities. A
 book presenting all results of this research is scheduled for publication in the near future.  
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１．研究開始当初の背景 
 
1900−1920年代日本は、まさに「雑誌の世
紀」と言って良いほど、多くのジャンルで雑
誌が発刊され、それが文学・芸術・思想活動
の根幹をなしていたと言って良い。実際近年、
近代日本文学雑誌、美術雑誌そして総合雑誌
などの復刻、目次編纂、テクストのデジタル
化などが出版界で重要視され、盛んに進めら
れてきた。しかしそれに対応する実証的、理
論的研究が進んできているかと言えば、意外
にも進んでこなかったと言える。雑誌と言え
ば、文学全集などの定本のテクスト提供（書
誌学的意味）か、文壇や画壇の動向、あるい
は「流派」の根拠としての把握が中心で、雑
誌そのものを対象とした研究の可能性が探
られたことは少なかった。また現代から見て
驚くほどの質と情報量を誇った当時の雑誌
が、直接間接に参照し得た同時代海外雑誌と
の関連性に関する、クロスエリア的な比較研
究も全く手つかずとなっている。 
 また何よりも 1900−1920 年代雑誌の特徴
として、写真製版技術の進化により、視覚的
要素をふんだんに含み、誌面デザインも凝り、
しかも文学と美術（デザインや建築を含む）
が緊密に連関した雑誌——「文学芸術総合雑
誌」としか言いようのない、クロスジャンル
（境界横断）的な雑誌が数多く出版されてい
たことは重要である。しかし、雑誌発行と流
通を通じて形成された、文壇や画壇を問わな
い豊かな人脈とその意味が、徹底的に明らか
にされてもこなかったのも事実である。 
 
２．研究の目的 
 
本研究はこれまで明治大正期研究で一次
資料そのものとして分析されてこなかった
「雑誌」を前面に出すことを、何よりの特徴
としている。しかも茫漠とした総合把握、あ
るいは特定雑誌の個別研究ではなく、明治大
正期の文化研究に新たな側面を拓く視点、方
法論を具体的に提供することが目的である。 
 今回は主に、明治大正期（1900−1920 年代
日本）における「文学芸術総合雑誌」を対象
とし、主に以下の三点を明らかにすることを
目的とした。 
（１）明治大正期雑誌と思想統制の解明 
  明治から大正時代を考える時に、従来の
文化研究でまだ徹底して追究されてこなか
ったのは、大逆事件（1910−1911 年）の出版
界への深い影響である。この事件の前後から
急速に強まっていった思想統制の影響は、実
に 1945 年の敗戦期にまで及んでいる。近年
1930年以降〜GHQ統制期の発禁問題について
はかなり研究が進んでおり、国内外の資料も
多数発掘・出版され、理論的研究も進んでい
るが、その前史となる「大逆事件前後の出版
統制と文壇、画壇、思想界との関係」に関す
る考察は手つかずと言って良かった。本研究
はそれに最初の風穴をあけ、出版統制の前史

を描き出すことを目的とした。 
（２）文学芸術総合雑誌の比較文学比較芸術
的解明 
 すでに述べたが、明治大正期にきわめて特
色的なのは、「文学芸術総合雑誌」としか呼
びようのない、クロスジャンル的で優れた、
視覚的にも美しい雑誌が次々と生み出され
たことである。この時代の「文学芸術総合雑
誌」とは何よりも、国内外の膨大な情報収集
と発信の場所、執筆者たちの紐帯、そして「批
評ジャンル」確立の場として捉え直すことが
できる。それについては、従来の文学、美術
史研究では全く意識されてこなかった。本研
究ではクロスエリア、クロスジャンルという
比較研究の手法を用いることによって、個々
別々の雑誌記事でなく、「雑誌研究」がいか
に可能かという方法論的思考を重視する。 
（３）文学芸術系雑誌と思想系雑誌との連関
の解明 
 明治大正期の文学芸術総合雑誌を複数取
り上げて研究していくと、文学、芸術という
枠を超えて、思想系雑誌とも深い連関をもっ
ていることが窺われる。本研究では特に、同
時期のキリスト教系雑誌の代表格である『六
合雑誌』および、大逆事件下に自由主義的展
開を見た『太陽』を取り上げ、それらと、当
時の文学芸術系雑誌が、いかに深い連関をも
っていたかを、初めて明らかにしていく。 
 
３．研究の方法 
 
（１）上記研究目的（１）を解明するに際し
ては、雑誌研究に出版史研究を結節させるだ
けでなく、とりわけ初期社会主義運動やそれ
に関わる作家たちに関する近代日本社会史
および文学史の、膨大な成果や方法を援用し
た。 
（２）上記研究目的（２）を解明するに際し
ては、今回、明治大正期の美術界で最も「総
合誌」の名にふさわしい媒体として、『美術
新報』『美術週報』『明星』『方寸』などを取
り上げて徹底的に分析した。その上で「美術」
という領分が、当時はいかにも自然に、一般
的な総合誌の中でもかなり高度なレベルで
取り上げられている現象に着目し、『早稲田
文学』『三田文学』『太陽』などの媒体を精緻
に分析した。 
 一方で、この時代の文学芸術総合誌で最も
活躍し、現在に忘れられている重要な存在と
して、岩村透（美術批評家、東京美術学校教
授）および坂井犀水（美術編集者、美術ジャ
ーナリスト）を取り上げて、彼らの思想が実
は初期社会主義思想と近いことをつきとめ、
思想系雑誌との結節点を探った。 
（３）上記研究目的（３）を解明するに際し
ては、『六合雑誌』や『太陽』に関して、従
来の雑誌研究の成果を援用しつつ、（従来全
く例が無いが）初期社会主義思想といかに連
関があるかを総体的に論じ直すという方法
を取った。またそれぞれの雑誌の主幹、主筆



であった安部磯雄、片山潜、浮田和民などが
「社会と美術」にいかなる考えをもち、それ
を雑誌の戦略としたかを分析した。 
（４）そして上記すべての項目に当てはまる
方法論としては、「雑誌」という存在を一次
資料とする研究の可能性をさらに広げるた
めに、「雑誌の編集者／読者／同人」などに
着目するメディア研究、ある特徴的な巻号に
特化しそれを一つのテクストとして記号論
的分析を加える「一号分析」手法の開拓、雑
誌がしばしば同人たちの思想的紐帯である
ことに着目し、彼らが雑誌の誌面を飛び出て
社会活動する様子を分析する雑誌事業研究
――など、多面的な方法を試行し、成果を導
き出した。 
 
４．研究成果 
（１）明治大正期の文学美術総合雑誌が、出
版統制をかいくぐりながら独自の戦略を練
り上げ、思想界とも連動しつつ、とはいえ芸
術的に高次の誌面を作成していた、という様
相を最もよく分析できる対象として、美術編
集者・坂井犀水の存在に行き着いた。坂井犀
水についてはそれまで全く研究がなく、筆者
の今回の研究成果（2013）が、その後の犀水
研究に援用されている。 
（２）上記と同様の理由から、次に、美術批
評家・岩村透と雑誌『美術新報』『美術週報』
に関わる具体的研究を、計3本の論文（2014，
2015）にまとめて発表した。従来美術雑誌と
思想系雑誌との連動は全くと言って良いほ
ど認識されておらず、大きな一つの成果とな
ったと考える。岩村透と坂井犀水の事例から
明らかになるのは、明治大正期の雑誌には、
主幹や主筆の思想的傾向や美学的方向性、社
会的メッセージなどが、あたかも一冊の本の
ように込められている可能性があるという
ことである。従って、雑誌の全号分析を経た
後、特徴的と思われる一号に絞ってそれを記
号論的に分析することによって、明確な企図
を「読み取る」ことができる。このような「一
号分析」の手法は、今後この時代の雑誌研究
に必ずや実りをもたらすであろう。 
（３）今回の研究によって、明治大正期にお
ける雑誌統制の問題が、内務省のみならず文
部省政策にも発しているという、重大な事実
を突き止めた。これは岩村透が晩年、全く理
由のわからぬまま東京美術学校を事実上解
職された事件を解き明かす鍵ともなってい
る。これについては近く詳論を公表する予定
である。明治大正期の雑誌は、文学美術系雑
誌でさえ、このような思想的闘争の場でもあ
ることを今後考慮に含め、研究していく必要
があることが明白となった。 
（４）さらに『美術新報』『美術週報』など
に集った同人たちは、国民美術協会という芸
術家団体に深く関わり、彼らが画業だけでな
く自主的な美術行政、美術事業、美術運動も
行っている。この現象を雑誌研究としていか
に考えるかを、最終年度に追究した。その結

果、三浦市三崎本瑞寺に遺存する岩村透（上
記二誌の主筆であった美術批評家、美校教
授）追悼作品群が重要であることが判明し、
岩村透百回忌法要、作品展覧会、学術講演会
を合わせた形で、2016 年 10 月 9 日に行った
（於本瑞寺）。 
 この行事は学術関係者および三浦市市民
にも公開され、本研究の成果を最終年度に社
会還元する機会ともなり、『神奈川新聞』（10
月 12 日朝刊）『日本経済新聞』（10 月 20 日朝
刊）などでも報道された。 
（５）以上のように本研究は、当初の予定通
りに進行した上に、予想以上の成果をもたら
すものになったが、時間的制約から、明治大
正期雑誌に多大な影響を与えている海外雑
誌との関係を、比較文学・比較芸術的観点か
ら詳細に分析する膨大な作業については、そ
の一部を解明するにとどまった。ぜひとも今
後の課題としたい。 
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